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1
0
月
３
日
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
（
ジ
ャ
ナ

ン
）
が
広
島
県
の
国
際
人
道
援
助
フ
ォ

上
フ
ム
で
産
声
を
あ
げ
た
。
「
日
本
Ｎ

Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
」
の
略
称
で
あ

る
。
目
的
は
「
国
際
貢
献
と
地
域
勿
こ

し
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
家
族

の
今
日
の
生
活
と
明
日
の
希
望
」
と

い
う
世
界
の
共
通
の
価
値
観
を
基
本

に
し
た
生
活
改
善
運
動
が
目
的
で
あ

る
。

　
し
た
が
っ
て
地
方
自
治
体
と
地
方
に

本
部
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｎ
の
主
役
で
あ
る
。
事
務
局
と
し

て
の
お
世
話
役
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
広
島
県

共
催
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
講
座
卒
業

生
の
同
門
会
で
あ
る
。
こ
の
同
門
会

は
燃
え
て
い
る
。
来
年
２
月
に
は
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
の
総
会
を
開
く
予
定
で
あ

る
。

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
山
」

の
実
現
は
、
今
年
４
回
目
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ

｢Ｈ２０２｣で連携を

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た

「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡

山
構
想
を
推
進
す
る

会
」
の
夢
で
あ
る
。
1
0

月
６
日
。
こ
の
サ
ミ
ッ

ト
に
集
ま
っ
て
い
る
世

界
の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
と
、
こ
の

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
に
参
加
し

て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
対
面
が
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
。

　
地
方
に
本
部
を
置

く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
と
海
外
の
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

生
活
水
準
向
上
の
た
め
、
来
年
か
ら
始

ま
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
が
楽

し
み
で
あ
る
。
相
互
支
援
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
共
に
実
施
す
る
過
程
で
、
相

互
理
解
と
相
互
信
頼
こ
そ
国
際
貢
献

の
目
的
で
あ
る
。
。

　
現
在
、
明
確
に
国
際
貢
献
の
意
思
を
Ｉ

持
っ
’
て
い
る
地
方
自
治
体
は
４
県
で
あ

る
。
広
島
県
、
兵
庫
県
、
沖
縄
県
そ
し

て
岡
山
県
で
あ
る
。
広
島
県
は
被
爆
体

験
に
基
づ
く
国
際
貢
献
構
想
、
沖
縄
県

は
太
平
洋
戦
争
に
基
づ
く
国
際
都
市
形

成
構
想
、
兵
庫
県
は
阪
神
大
震
災
に
基

づ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
構
想
で

あ
る
。
岡
山
県
は
知
事
の
選
挙
公
約
に
・

基
づ
く
国
際
貢
献
大
学
構
想
で
あ
る
。

　
こ
の
４
県
の
イ
ニ
シ
七
ル
を
取
れ
ば

Ｈ
２
０
２
（
過
酸
化
水
素
）
と
な
る
。

こ
の
過
酸
化
水
素
連
携
は
日
本
の
国
際

貢
献
推
進
の
強
力
な
起
爆
剤
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
点
火
す
る

の
は
Ａ
Ｍ
’
Ｄ
Ａ
の
役
割
と
心
得
て
い

る
。

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、
題

字
は
筆
者
）
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